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漢薬 「滑石」 の 品質評価 に関する基礎研究
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“ Huashi （滑石）

”
is　one 　of 　the　Chinese　mineral 　drugs

，
　and 　has　been 　used 　as　a

diuretic　 and 　 fbr　 the　 treatment　 of 　 urolith 孟asis ．“ Huashi
”

has　 been 　 prescribed　 as

hydrated　aluminum 　silicate　and 　silicon 　dioxide　in　Japan
，
　 and 　as　 hydrated

magnesium 　silicate （talc） in　 Chi皿 a．　 However ，
‘‘Huashi”samp 査es　 obtained 　 from

Japanese　 and 　 Chinese　markets 　possessed　various 　shapes 　 and 　colors ．　 Thirty　 two

samp 垂es ，　composed 　of　mass 　or　powder，　were 　fbund　to　be　categorized 　into　fbur　types

（A −D）acc （》rdiIlg　to　shape 　of 　mass ，　color ，　luster，　transparence，　cleavage ，　taste，　smell

and 　feel　of 　powder，　In　order 　to　scientifical 蓋y　define血e　difference　of 山ese 　types，　we

perfbrmed　mineralogical ，　ultimate 　elementary 　and 　fine　mo Φhological　studies 　using

X −ray 　diffraction　me 血od ，　 fluorescent　 X −ray 　analysis 　 and 　scanning 　electron

mi （rroscopy 　combined 　with 　electron 　probe 皿 icroanalysis，　respectively ．　Type　A 　was

f（）und 　to　be　composed 　of 　halloysite
，
　quartz　 and 　orthoclase ；type　B ： halloysite　and

metaha 霊塾oys 孟te；type　C ：illite　and 　halloysite；type　D ：talc．　The　contents 　of　individual

elements 　and 　minute 　surface 　structures 　 were 　also 　defined　as 　data　fbr　classification ，

The　commercial 　samples 　of　type　C 　were 　the　first　fbund　and 　reported ．

Keywords 　 l　 Huashi
，
　 halloysite

．
　 talc，　 X イay 　 diffraction　 me 山od ，伽 orescent 　 X −ray

analysis ，　scanning 　electron 　mic 　roscopy

　 「滑石1 は 『神農本草経』
2）

の 上 品に収載さ れ た

漢薬で ，古来小 便 不利，口 渇，尿路結石な ど の 治

療 に ，猪苓湯，防風通聖散，加味解毒湯な ど の 処

方 に 配合 され て 用 い ら れ て い る ，現在，滑石 の 基

源 に 関 して は 日 本 と中国 の 間で 見解 が異な っ て お

り，日本で は 『日本薬 局方外生薬規格』
3〕

に天然 の

含水ケ イ酸 ア ル ミ ニ ウ ム 及 び 二 酸化 ケ イ素 な ど か

ら な る と記載 され，中国 で は 『中華 入民共 和 国薬

典』
4〕に ケ イ酸塩類鉱物 の 滑 石 （タ ル ク）が 規定 さ

れ て い る ，それ ぞ れ は
一

般に 「軟滑石」，「硬滑石 」

と称 され る ．．一
方 ， 中国市場 晶 に は 「硬滑石」 と

「軟滑石」の 2 種類があ る こ とも報告 され て い る
5）．

鉱物学 的に 軟滑石 は ケイ酸 ア ル ミニ ウ ム 鉱 物 の カ

オ リ ナ イ トや ハ ロ イサ イ トを基源 とし，硬滑石 は

ケ イ 酸 マ グ ネシ ウ ム 鉱物 の タル ク に 由来する とさ

れ る ．古来，日 本 で 薬用 に 供 され る滑石 は 中国か
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らの 輸入品 で ある．こ れ ら の 基源 に 関 し て，益富
6）

は ，正倉院収蔵品 の 滑石 が カ オ リ ン 系鉱物 の 加水

ハ ロ イ サ イ トで あ り．また 江戸 期に 輸 入 さ れ森野

古石 コ レ ク シ ョ ン に 所蔵 され て い る 滑石が
一一
部 カ

オ リ ン 化 した ハ ロ イサ イ トで あ る こ と を報告 し て

い る．さ ら に近年 の 日本 市場品 に つ い て ，角倉 ら
71

は 多量 の ケ イ酸 ア ル ミ ニ ウ ム と少量 の ケ イ 酸鉄 の

混合物 で あ る と報告 し，また太 田 ら
s／

は X 線粉末

回折法．蛍光 X 線分析法 ，熱分析な どの物理化学

的 手法 に よ る 検討 の 結果，香 港 及 び 大阪 市 場品 が

ケ イ酸，加水 ハ ロ イサ イ ト，サ ニ ジ ン の 混合物か

ら な る こ とを報告 し て い る．今 回，我 々 は 日 本 及

び 中国 に流通する 32 点 の 市場 品 1滑石 1を入手 し，

結 晶 ま た は 集合体 の 形 ．色 ， 臭 い ，粉末 の 手触 り

な ど に つ い て 五 感 に よ り検討 し た と こ ろ，日本 に

流通す る滑石 14 点 と 中国 で 流通す る 18 点 と は 異

質 の もの で あ り，中国市場品は さら に 数 タ イ プ に

分 け られ た ．軟滑 石 系統の 鉱 物 は，五感 だけ で は

他 の 鉱 物 と の 区別 が 困難 で あ る ．ま た ，臨床上 品

質が 良 く，安定 した 薬効 を示す滑石 を供 給 す る た

め に は ，共 存す る 鉱物 や 不 純 物 の 有無 の 検討が 必

要 で あ る ．そ こ で ，こ れ ら の 市場 品 の 基源鉱物 を

明 ら か に し，滑石 の 化学的品質評価 を行う目的 で ，

日本及び中 国市場 に流通する 市場品 「滑 石 」に つ

い て ， X 線粉 末回折 法，蛍 光 X 線分析 法 及 び 分 析

走査 電子顕 微 鏡 を用 い た 解析 を行 っ た．また イ ン

ド市場 の ア
』一一ユ ル ヴ ェ

ーダ
’
薬物 「Selkhari」 に つ い

て も併せ て 検討 した．

　　 　　 　　 　　　 実験 の 部

1 ．実験材料 （Table　I）

　す べ て の サ ン プ ル は 富山医科薬科大学和 漢薬研

究所民族薬物資料館 （TMPW ） に保管 され る．

量）漢薬 「滑 石」：日本市場品 （14 点 ），中国市場品

（18 点）．

2） ア
・・

ユ ル ヴ ェ
ー一ダ薬物 「Selkhari」： イ ン ド市場

品 （1 点）．

2 ．実験方法

D 肉眼に よる観察

　鉱物の鑑 定に は 肉眼 に よ る 鑑 定が広 く用 い ら れ

て い る ．塊 状 の 材料 に つ い て は 集合体 また は結 晶

の 形，色 ，光 沢 ，透明度 ，劈 開性，味 ， 臭 い ，触

感，舌へ の 吸着性 ，粉末に した時の触感に つ い て．

また 粉末状 の 材料 に つ い て は 色 ，味 ，臭 い ，触感

に つ い て それぞ れ検討 した．

2） X 線粉末回折法

i）装 置 ：島津製作所 製 　X 線粉末回折装置 XRD −

60〔X｝．

ii）測定条件 ：x 線管球 Cu を使用．管電圧 40　kV ，

管 電流 3〔〕mA ，走査範囲 3〜70 度，ス テ ッ プ幅 0，02

度，計数時間 0．6 秒 ，
ス リ ッ トDS ：1度 ，　 SS ：1 度，

RS ：O．15mm ．

iii＞試料 の 調製 ：各材料 をメ ノ ウ乳鉢 で 研 磨 し，指

頭に感 じな い 程度 の 粉末として測定に供 した．

3）蛍光 X 線分析 法

i） 装置 ：理学電気製　蛍光 X 線分析装 置 3270．

ii）測定条件 ： x 線源 として Rh を 使用．分光結晶

は F 〜Mg の 場合 TAP ，　 Al，　 Si は PET ，　 P ，　 S，　 Cl

は Ge，また K ．　 Ca，　Ti−・U は LiF を使用 ，管電圧

50kV ， 管電流 50　mA ，オ
・一ダー分析法に よ り定量

した，定量値は平均 ±標準誤差で表した．

iii）試料 の 調製 ： X 線粉末回折 用試料 と同様 に調製

した試料 150mg をセ ル ロ
ー

ス と と もに加圧 して ペ

レ ッ トを作成し，測定 に 供 した．

4）分析走査 電子顕 微鏡 に よ る形態観察お よび X 線

分析

i）装置 ：走査電 子顕微鏡 ： 日本電子製 JSM −5300　LV ，

エ ネ ル ギ
ー一
分散 型 X 線 マ イ ク ロ ア ナ ラ イザ

・．
： 日

本電子製 JED−2（X）L

ii）測定条件 ：二 次電 了・像 の 観察は加速電 圧 15kV ，

照射電流 1× 10
．8mA

，作動騨 1〔〕   で行 っ た．

X 線分析 （面分析 ） は 加速電圧 20kV ，照射電 流 1

× IO
『R

　mA ，イ慟 羅 201  ，検出器挿入距離 17   ，

有効時間 1〔N〕sec で各元素の 特性 X 線を 取 り込 ん だ

後 ノ ン ス タ ン ダ ードバ ル ク分析法 に よ り測 定し た．

iii）試料 の 調 製 ：塊状 の 材料 は物理 的に破壊 し，新

た に 生 じた 断面 を観察部位 と し，試料 台に 固定 し

た ．粉末状 の 材料 は両面接着テ
ー…プ ヒに振 り掛 け

て 試料台 に粘着固定 した ．各試料 の 表面に カ
…

ボ

ン 蒸着 〔厚 さ 3〔｝oA ）を施 し，二 次 電子像 の 観察お

よ び X 線分析 を行 っ た ．

　　　　　　　　　実験結果

1 ．肉眼 に よる観察 （Table　I）
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　 33 点 の 市場品 は ，性状 に よ り4 タ イプ （以 下 タ

イプ A，B，　C，D と称 す る）に大別 された，

タ イブ A

　 壊れ や す い 粉末性 の 塊 で ，指頭 で 触れ る と白い

粉 末が 付着す る ，全体 的 に 白色 を早す る が ，部分

的 に茶色 ま た は黒色 を帯び る ．光 沢，透明感お よ

び 劈 開性 は 無い ．独特 の 粘土 臭が あ り，舌 に吸着

し，水 に 入 れる と発 泡 す る．粉 末は 自色 か ら薄 い

灰 白色 を 呈 し ， 指頭 で 擦 る と滑 らか で ，少 し脂感

が 認 め られ る ，しか し， 4 タ イプ中 で は 最 もざ ら

ざらした触感があ る，

タ イ プ
．
B

　 壊 れや す く，緻 密 な粒子か らな る 塊 ，全 体的に

白色を 呈す る が ，部分 的 に オ レ ン ジ色 〜茶色 を帯

び る ．光沢，透明感お よ び 劈 開性 は 無 い が，爪 の

先 で 擦る と 光沢 が 現 れ る ，臭 い は ほ と ん ど な く，

舌 に強 く吸着 し，粘 り気が あ り，水に入 れ る と発

泡 しな が ら徐 々 に 崩壊す る．粉 末 は 白色 か ら薄 い

茶色 を墨し ，指頭 で 擦る と 滑 らか で 脂感 が 認め ら

れ る．

タ イプ C

　 緻密な粒子か ら な る 堅 い 塊 で ，全体 的 に 白色 ま

た は 薄 い 緑 色 を呈 す る ．光 沢 ，透 明感お よ び 劈 開

性 は 無 い が，爪 の 先 で 擦 る と光 沢 が認 め られ る ．

独特 の 粘土臭が あ り，舌に 吸 着 し，水 に 入 れ る と

発 泡す る ．粉 末は 白色 ま た は 薄 い 桃色 を呈 し，指

頭 で 擦 る と滑 ら か で 脂感が 認 め られ る ．

タ イブ D

　 白色 ，青 白色 また は 銀自色 を呈 する 塊 ．表面 は

滑 ら か で ，真珠 光沢 お よ び 透 明感 が 認 め られ る ．

劈 開性が あ り ， 爪 で 容易 に傷が つ け ら れ る ．無臭

で ，舌 に吸着せ ず，水に 入 れ て も発泡 しな い ．粉

末は 白色 を 呈 し，指頭 で 擦 る と滑 ら か で脂 感が 認

め ら れ る．

　 こ れ らの 特徴 に よ り，タイプ D は鉱物学 ヒの滑

石 ，す な わ ちタ ル ク で あ る と推定 され た ．タ イプ

A ，B ，　 C に つ い て は 鉱物名 を推定で きなか っ た．

2 ，X 線粉末回折

　 X 線粉末回折法に よ り得 られた 回折図に つ い て ，

Joinl　 CQ   ittee　 on 　 Powdcr　 Diffraction　 Staiidards

（JCPDS ） の デ
ー一・

タ に基づ き，含有 され る鉱物種 を

検 討 し た （Fig．1）．タ イ プ A は 石 英 （Quarlz），ハ

ロ イ サ イ ト，メ タ ハ ロ イ サ イ ト
9〕お よ び 正 長石

（Orthoclase）を含有 して い た ．タ イプ B は純粋 な

ハ ロ イ サ イ トお よ び メ タ ハ ロ イ サ イ トの 混合 物で

あ っ た，回折 ピ ー
ク の 形状か ら ，標準的 な結晶度

の ハ ロ イサ イ トで あ り，ハ ロ イ サ イ トが脱水 して

メ タ ハ ロ イサ イ ト に変化 して い く中間的な もの で

ある と判断 され た 、タ イプ C は イライ ト，
ハ ロ イ

サ イ ト，メ タ ハ ロ イサ イ トか らな っ て い た ，タイ

プ C に属する 1サ ン プル （TMPW 　No．11844）中に

自色で 透明感 の あ る 堅 い 塊 が認め られ た た め ，こ

の もの に つ い て x 線粉末回折 を行 っ た と こ ろ，石

膏 （Gypsum ） で あ る こ とが 判明 し た．タ イ プ D は

タ ル ク を主成分 と し，微量 の ドロ マ イ トお よび フ

ロ ゴ パ イ トを含 ん で い た，タイプ D には こ の 他 に
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Fig．1　　X ・ray 　DifllraCtion　Pattems 　of 　 Four 　Types 　of

Chinese　Crudd ）rug ，
”Huashi （滑石）

”

驪黙 よ
゜

嬲；識 蹤
’

踟衆飜繍驟 瀧
Orthoclase　 evld　Quartz，　T班〕e　B　 sample （TMPW 　No．13150）：
Halloysite（10A ） and 　Metatコalloysite（7　A），　 Type　c　 sample

（TMPW 　No，　 l　l　837）： 皿lite　 and 　 Halloysite（10　A ） and

Metahalloyg．　ite （7　A ），　Type 　D 　 sample （TMPW 　No．13922）：

Talc　 and 　Phlogopite．　AbbreviatiGns： D ： Dolomite，　 H （10A ）：

Halloysite，　H （7　A ）： Metahalloysite；，1： lllite，　Or ； 0 曲 ociase ，
Ph：Phlogopite，　Qz：Quartz，　T ：Talc，

（196）
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圏 Sio2

囹 K20

＊ Type　of 　sarnples 　is　detemiined疋）n　the　basis　of 　morpho 匡ogica 玉

characteristics 　such 　as　color 　and 　shape ，

マ グネサ イ ト，ク ロ ラ イ ト， カ ル サ イ ト，石英 を

微量 に含む市場品 もあ っ た （Tablc　II）．

3 ．蛍光 X 線分析

　 蛍光 X 線分析法 に よ り，含 有 される元素の 種類

を検討 した ，こ こ で は 各元 素濃度 を，酸化 物 と し

て の 含有量 で 示 した ．そ の 結 果， 4 タ イプ は とも

に MgO
，
　 A1203，　 Sio2お よび K20 の 総含有量が全体

の 90％ 以 上 を占め て い た ．しか し ， そ れ ぞ れ の タ

イプ で各元素 の 含有率に差異が 認 め られ た （Fig．2），

タ イプ A は sio2 が 705 ± o．9％含 ま れ
， 次 い で A1203

が 22，3±0，9％，　 K20 も 6．1±O．6％含まれ て い た．

タ イプ B とタ イプ C は SiO2と A120
コ
が ほ ぼ 同 程度

含 まれ て お り，タイプ C で はさ らに K20 も 7．8±

o．5％ 認 め られ た．タイプ D は sio2が 55．o± 3．7％ ，

次 い で MgO も多く 36，8± 2．2％認め られた．各タ イ

プ で 検 出 さ れ た 元素組成 は ，X 線粉 末回折 法に よ

っ て 明ら か に な っ た鉱物種 の 含有元 素 と
一

致 した ．

タ イプ A ，B ，　 C に 属す る各サ ン プ ル 間 で は
，
　 h記

4 元素 の 含有率 に ば ら つ きが少 な く，肉眼に よ る

タ イプ分類 の 妥当性 を支持 した ．一
方 ，タ イ プ D

に は ドロ マ イ トや カ ル サ イ トな どの 不純物 を含 む

サ ン プ ル が あ り，こ れ が CaO な どの 含量 とな っ て

表れ た た め ，各サ ン プ ル 間 の 元 素 の 含有率 に 大 き

な ば らつ きがみ られた．

4 ．分析走査電子顕微鏡 に よる分析

　試料 の 割断面 の 二 次電子像 を検討 した結果，各

タ イ プ で それぞれ異 な る表面構造が観察さ れ た （Fig．

3）．タ イプ A （Figs．3−A ；44 ）で は ，針状結晶 の

集合 体 （  ）， 表面が全体的 に滑 ら か で部分的に

A B C D

Fig・2　　F且uorescent 　 X−Ray 　Analysis　 of 　Chinese　Crude
Drug，

”Huashi （滑石）
”

Results　are　expressed 　as　mean ± S．E．，A ：TypeAsample （n＝14），
B ：Type　B　 sample （n ＝ 5），　C ；Type　C　sample （n＝4），　D ：Type　D
sample （n＝9冫．

小 凹点が 認 め られ る塊 （  ），表面が全体 的 に滑 ら

か な 塊 （  ）の 3 形態 （そ れ ぞ れ直径約 10ym ）が

観察された．タ イプ B （Fig．3・B ）で は 針状結晶 の

集合体 の みが観察され た ．タ イプ c （Fig．3−c）で

は 不規則な丸み を帯び た板状 の 結晶，タ イプ D （Fig．

3−D ）で は層 を形成する大型 の 板状物がそれぞ れ観

察された．

　 次に ，タ イ プ A に 認 め られ た 3形態 の 塊 がそれ

ぞれ どの 鉱物 種 に相当する か を明 ら か に す る 目的

で ，エ ネル ギ
ー

分 散型 X 線マ イ ク ロ ア ナ ラ イザー

を併用 して ，同視野 に おけ る X 線分析 を行 っ た （Fig．

4−D 。こ れ ま で の 結 果 か ら ， タイプ A に 含有 され

る こ と が わ か っ て い る ア ル ミ ニ ウ ム ，ケ イ素，カ

リ ウ ム に つ い て それ ぞれ面分 析 を行 い ，各元素 の

分布状 態を 二 次電子 像 と比 較 し た ．そ の 結 果 ，
ア

ル ミ ニ ウ ム の 特性 X 線は 集合体  ．で 最 も検出量 が

多 く，塊   が続 き，塊  で は 全 く検出 され なか っ

た （Fig．4−2）．ケイ素 の 特性 X 線は塊   で 最 も検出

量が多 く，集合体   と塊   は 同程度で あ っ た （Fig．

4−3）．カ リウム の 特性 X 線 は塊   で 検出されたが，

集合体   お よ び 塊   で は検出 されなか っ た （Fig．4−

4）．し た が っ て ，集合体   に は ア ル ミ ニ ウ ム とケ

イ 素 ， 塊   に は ア ル ミニ ウ ム ，ケ イ素お よ び カ リ

ウ ム ，塊   に は ケ イ素が含有 され て い る こ とが わ

か っ た ，こ の 結果な らび に，ハ ロ イサ イ トの形態

は 針状 の 結晶で あ る こ と
lo ）

お よ び ハ ロ イサ イ ト と

メ タ ハ ロ イサ イ トの 混合物か らな っ て い た タ イプ B

は針状 結晶 の 集合体 で あ っ た こ とを総 合 して ， 集

合 体   はハ ロ イサ イ トまた は メ タ ハ ロ イサ イ トで

（197）
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A B

c D

Fig, 3 Sect,ndar.v Eleetron hnages(,t'FourTypes ofChinese  Crude Drug, ''Huashi (ifiE)''
A: TypeA  sutnple  ('I'MPW Ne  11825), B/ Type  B sample  (TMPW  No  13150), C, 1'ype C sample  (TMPW  No. 11g37),
D: Type D  sample  CTMPW  No. 13922>.

  1

(SEI)

3

(si)

  2

(Al)

4

(K)

Fig. 4 Distribution  Pattern ofAtumininm,Silica  and  Potassium on  TypeA  Sample  (TMPW  No. 1182S)
1: Sccondary electron  image on  one  urca  (SEI); (i), @  and  @  shew  aJi aggregation  of  necdlc-tike  crystals  <O>, a mass  with

smooth  surface  and  some  minute  hollows C@)  and  a  mass  with  smooth  surface  (@). rcspectivcly  Ench  was  idcntified as  lIa]]oysite
    Ortheclase  (@) and  a-Quartz  C@), respeLtiyely;  2. 3. 4, X-iay microanalyzer  rmnge  oi  allimunum  (2), silica (3) and(o),pvtassium

 (4) on  the sarne  area  as  I, respeetively
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あ る と結論づ け ら れ た ，塊   は 元 素 組成 か ら正長

石 で あ る こ と が 明 ら か と な り，小 凹点 は 風 化 の 過

程 で 生 じた も の と推定 さ れ た ．さらに塊   は 石 英

で あ る こ とが 明ら か と な っ た ．

　　　　　　　 結 論および考察

1 。日本 お よ び中 国市場 に 流通 す る 漢薬 「滑石 」

の 基源に つ い て 検討 した結果， 4 タ イ ブ が ある こ

とが明 ら か に な っ た ．日本 市場 に 流 通 す る滑石 は

す べ て 石 英 ，ハ ロ イ サ イ ト，正長石 か ら な る タ イ

ブ （タ イ プ A ） で
， 日本薬 局方外 生薬規格 に適合

す る も の で あ っ た．本 タ イ プ の 滑 石 は 日本 市場 で

の み 確認 さ れ ，太田 ら
S 〕 が 報告 した も の と ほ ぼ

一

致 した ，また，本 タ イ プ の 滑 石 が ざらざ らした触

感 を有 して い た の は ，石英 や正 長石 を含む ため と

考え られた ．．一
方，中国 国内 に は 3 タ イプ の 滑石

が流通 し て い た ．四川省 に は ハ ロ イサ イ トの純度

が最 も高 い もの （タ イプ B ） と不純物を含有す る タ

ル ク （タ イプ D ） の 2 タ イプが認 め られた ．江蘇

省お よ び上 海
一
帯 で は イ ラ イ ト と ハ ロ イサ イ トの

混合物 （タ イプ C）が見ら れ ，こ の タ イ プ の 軟滑石

は 今 回初め て 報 告 さ れ る もの で あ る ，さ ら に 中国

各地 で タル ク に 由来する 市場品 （タ イ プ D ） が見

ら れ た ．軟滑石系統 の A ，B ，　 C タ イ ブ は 共通 して

ハ ロ イ サ イ ト を含 有 して い た こ とか ら，軟 滑 石 の

主成 分 は ハ ロ イサ イ トで ある と考え ら れ た，こ の

点か ら ハ ロ イ サ イ トの 含 量が最 も高 い 中国四 川 省

で 流通す る タイプ B の 滑石 が軟滑石 と し て 最良品

で ある と考えられ た．一一
方， タ イプ D に分 類 し た

硬滑 石 の 中で は ，香港市場 の 滑 石 （TMPW 　 No、

07477）が益 富 に よ り遼寧省大石橋産 で あ る と 同定

された．r原色鉱石 図鑑』に よ れ ば
1°｝，大石橋 産 の

タ ル ク は 甚 だ品質 良好 と さ れ る もの で あ る ，今 回

の 結果 か ら，良品 の 軟滑石 お よ び硬滑石 が 中国 市

場 で 流通 して い る こ とが わ か っ た．

2 ．今 回，各種理 化学機 器 を用 い る こ とに よ り，

肉 眼 に よ る 1滑 石 1市場 品 の 観察結果 を裏付け で

きる 鉱物組成 お よ び 粉末 の 微細 構 造を明 ら か に す

る こ とが で きた 。 こ の よ うに 「滑石」 を 4 タ イ ブ

に分 ける 肉眼 的な観察 は ，滑石 の 鉱 物 種を判断す

る．ヒで補助 に な り得 る こ とが示唆で きた．

3 ．塊 状 の 「滑石 1 市場 品 の 場 合 は 肉眼 に よ る 観

察で あ る程度 タ イプ分 け が 可 能で あ っ たが，粉末

の もの で は 困難な もの が あ っ た ．また，タ イプ C

に属す る市場品の 中に ，ハ ロ イ サ イ トや イ ラ イ ト

と全 く異 な る鉱物で あ る 石膏 を混入 す る もの が あ

っ た ，こ れ ら の こ と か ら異物 の 混入 を防 ぐ意味 か

ら も塊状の もの を入 手 し，X 線粉末回折 や 蛍光 X

線分析 な ど を 用 い た 理 化学的品質評価が必要で あ

る ．

4 ．今 回 ， 肉眼観 察 に 加 え て ，X 線粉末回折，蛍

光 X 線分析お よ び 分析走査電子顕 微鏡 を使用 して ，

含有鉱物 ， 含 有元 素 お よ び表酉構 造 と元素の分布

状況など に つ い て総合的な検討 を行 うこ と に よ り，

各市場品の 品質が 明確 にな っ た．鉱物 性 生薬の 品

質評価 を行 う場合，最終的 に は X 線粉宋回折法 に

よ り含有鉱物を特定 し，蛍光 X 線 分析法で 含有元

素 を精査 し
， 不純 物 の 有無 を調 べ る こ とが必要で

ある ，また 鉱物 の 部 分 的組成 の 変化 に 対 して は分

析 走査 電子顕微 鏡に よ る 分析 も 有力 な評価 方法で

あ っ た．

5 。イ ン ド市場品 「Selkhari」 の 基源鉱物は 「硬滑

石 」と同 じ タ ル ク で あ っ た ．イ ン ド周 辺地 域 で 行

わ れ て い る 伝統医学 （ア ーユ ル ヴ ェ
ー一

ダ）で は，

本 品を貧血 や 慢性 下痢 の 治療 に 用 い ，また強壮 剤

と して も使用する
Tl・12：lt

　
一
方 ，中国医 学や漢方 医

学 で は 「滑 石 」 を小 便 不 利 ，口 渇 ，尿 路結石 な ど

に応 用 して お り，両伝統医学の 間で 使用方法が 異

な っ て い た ．今後，「硬滑 石 」お よ び 「Selkhari」 の

主成分 で あ る タ ル ク な らび に 「軟 滑石」 の 主成分

で あ る ハ ロ イ サ イ ト を 用 い て ，両者 の 臨床上 の 同

等性 また は相異性に つ い て の 検 討が必 要 で あ る。
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